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Hiyoshi Review of Natural Science

Keio University No.29，18-40(2001)

日本博物学史覚え書 X

磯 野 直 秀

1 渋江長伯 の文化6年 採 薬行

 白井光太郎著 「日本博物学年表』(注1)の 文化6年(1809)条 に，以下の記事がある

「九月より十一月まで，幕府侍医，法眼兼官苑総管渋江長伯，命を奉 じて甲州に薬園を創開 し，

駿 ・甲 ・豆 ・遠の諸州に採薬す。随行者，小林修 ・藤田仁 ・榊原惟徳 ・近藤惟 昌 ・梅野好武 ・
                               おうそん

飯 田景 ・多賀谷驥等，其採品を図録 し，一巻 となし，以て世に伝ふ(鴨 村随筆及採薬図)」。

 江戸時代後期における幕医の採薬行はほとんど知 られていないので， この渋江長伯(注2)

の件 については，いま少し詳 しいことを知 りたかった。そこで長伯の著作を調べてみると，前

記年表の 『鴨村随筆』は 『鴨村瑣記』，『採薬図』は 『渋江長伯甲駿豆相採薬図』が正 しい書名

であること，この採薬行のとき長伯が草 した紀行文が7件 存在す ることが明らかになった。そ

して，それ らの資料から，甲府に赴いたのは幕府薬園の新設ではな く，既存の薬草植付場の見

分 らしいことがわか り，採薬行の日程 もかな り明確になった。全貌が明 らかになったのではな

いが，いままでに判明した ことを本報でまとめておきたい。

 まず，用いた資料の概略を記 してお く。いずれも筆写本である。紀行文には，墨絵か淡 く彩

色した，見事な風景画が数多 く添 えられている。

① 『鴨村瑣記』(内 閣文庫，212-232，1冊)， 和文，転写本。随筆集で，博物誌記事が少な く

 ない(注3)。

② 『渋江長伯甲駿豆相採薬図』(国 会図書館，特1-458，1冊)， 転写本。採集 した動植物の

 彩色図譜だが，失われた分があって，28図 しかない。各図には，記録者を明記 し，品名だけ

 でなく，特徴 ・場所 ・月日などを注記する。図にある氏名は，冒頭の年表記事の7名 。

③ 『蚕叢 日記』(東 博，和2410，1冊)， 漢文，紀行文，自筆本。「蚕叢」は蜀の地の別称で，

 ここでは甲州の山々の険しさを意味する。文化6年8月28日 に江戸を出立 してから，9月3

 日に甲府に到着するまで。

④ 『酒折湯嶋記』，和文，紀行文，転写本。9月9日 に酒折宮に参詣 した折 と，同12日 に湯嶋

〒232-0066横 浜 市 南 区 六 ッ川3-76-3-D210， 慶 應 義 塾 大 学 名 誉 教 授lNotes on Natural History in

Japan(X)， by Naohide ISONO(76-3-D210，3-chome， Mutsukawa， Minami-ku， Yokohama

232-0066，Japan；Professor Emeritus， Keio Univ.)[Received Sept.15，2000]

● 本 稿 で は， 引 用 文 の 漢 字 と仮 名 に 現 行 字 体 を 用 い ， 濁 点 と 句 読 点 を 適 宜 加xた 。 引 用 文 中 の()

は 原 注 ， 〈 〉 は 原 本 の 振 り仮 名 ， 【 】 は脱 字 ・送 り仮 名 の補 足 ，[]は 磯 野 に よ る注 と補 足 で あ る 。

ま た ， 「東 博 」 は 東 京 国 立 博 物 館 の 略 。
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 へ赴いた折の記録。国会図書館蔵 『官遊紀勝』(113-134，8冊)に 所収(注4)。

⑤ 『大泉紀』，和文，紀行文，転写本。10月3日 に東光寺山(現 愛宕山)を 経て，甲府の大泉

 寺に参詣 した折の文。資料④ と同じく，『官遊紀勝』に所収。
  み たけ

⑥ 『御嶽遊記』(東 博，和840，1冊)， 漢文，紀行文， 自筆本。10月6日 に甲府から日帰 りで

 御嶽に遊んだ折の文。

⑦ 『藤水 日録』(⑥ に合冊)， 漢文，紀行文， 自筆本。「藤水」は富士川の漢風名称。10月29日

 に甲府を出立して，富士川沿いに南下 し，11月5日 に駿府(静 岡)に 着 くまで。
  かんぞう

⑧ 「甘草屋敷所蔵資料」，『日本薬園史の研究』，p.206(注5)。 甲州塩山の甘草屋敷所蔵文書

 の引用   「文化六年十月廿四日，幕府奥御医師兼薬園総管渋江長伯法眼一行十四人，御甘

 草畑見分あ り」。

【甲府へ行 った 目的】

 前述のよ うに，渋江長伯が甲府へ赴いたのは薬園を創設するためだった と， 白井は記 してい

る。その根拠 は，資料① 『鴨村瑣記』の 「経石」の項 と思われ る。 ところが， ここには 「甲

州」「官苑」の語はあるものの，肝心の目的を記 した個所が判読 しがた く，内閣文庫本では，

転写 した人物 も読めなかったのか，1字 を空 白にしているほ どである。少な くとも内閣文庫本

には，「創設」に相当する語は無い。また， このときの長伯の紀行文は7件 も残っているのに，

そのいずれにも 「薬園の設置」を示唆する語や文 は見付けられなかった。ほかの資料でも，文

化6年 に幕府が甲府に薬園を開いたとの記事を見たことがない。

 一方，資料④ 『酒折湯嶋記』には，こう記 されている  「九月十二 日 甲城の廓外を見廻

り，官事もすみ，古城 の下に出ず。此所にも見廻 りの地あれぽな り……」。 この文か らは 「見

廻 り」が役 目だったよ うに受け取れる。また，資料⑧は明らかに見分のため甘草屋敷を訪れた

ことを示している。時代は享保の頃に遡るが，松井重康の 『諸国採薬 日記』(注6)を 見ると，

甲府の周辺には何ヵ所かの甘草植付地があったことがわかる。そのような薬草植付地が甘草屋

敷以外にも残っていて，その状況調査が長伯の受けた命令ではなかったのだろ うか。次に記す

日程表を見ると，甲府滞在中，長伯たちは甲府の周辺をあち こちと動 きまわ っている。特定の

場所に薬園を作 るために来たのなら， これほどの自由度があるとは思えない。

【甲斐 ・駿河 ・伊豆巡回の 日程】

 上述の資料②～⑧の記載から，月日が明確な記事を抜 き出 して，表1を 作成した。

 江戸を出立 したのは，文化6年(1809)8月28日 。少な くとも7名 の門下 と，数名の従者が

同行 したはずである。甲府到着は9月3日 で，それから2ヵ 月弱のあいだ甲府に滞在 し，周辺

で採薬 している。 また，御嶽や各地の寺社へ も足 を運んでいる。表には記さなかったが，資料

④⑤を所収した 『官遊紀勝』から，岩堂観音や，韮崎の諏訪明神 ・雲岸禅寺にも参詣 したとわ

かる。「忙中，閑あ り」 とい うが，少 し閑がありす ぎる気が しないで もない。

 甲府を離れたのは10月29日 ，まず韮崎を訪れ，ついで富士川に沿 って南行，11月5日 に駿府
                                    み と

(静岡)に 到着。それから伊豆に赴 き，伊豆半島の駿河湾側の付け根にある長浜(三 津の近郊)

に，少なくとも10日 あま り滞在し，何回か磯や海 に出ている。 日付は特定できないが，長浜の

                                       19



慶應義塾大学日吉紀要 ・自然科学 No.29(2001)

表1 渋江 長伯 の 甲斐 ・駿 河 ・伊 豆巡 回 日程(文 化6年 ，1809)

月 日 資料* 滞在 地/事 項**
くろぬた

8月28日 0 江戸 を 出立。 府 中，八 王子 ，上 原， 黒岱(現 黒野 田?)で 各1泊 。

9月3日 0 甲斐国甲府着，柳街の旅館に宿泊。

9月9日 ④ 在 甲府， 酒折 宮 に参詣 。

9月12日 ④ 在 甲府， 湯嶋 へ行 く。

9月16日 0 甲斐国山梨郡八幡村(現 甲府市内)で 採薬。
う ば ぐ ち

9，月18日 0 甲斐国八代郡右左口村(現 中道町)で 採薬。

9月21日 0 甲斐国巨摩郡団子村(現 双葉町)で 採薬。

9月23日 0 巨摩郡長峰で採薬。

9月24日 0 山梨郡万力村(現 山梨市内)で 採薬。

10月3日 0 在甲府，信玄廟のある大泉寺に参詣。
みた け

10月6日 ⑥ 甲府 か ら御嶽(甲 府 の北)へ 行 く。 日帰 り。

10月24日 ⑧ 山梨郡塩山の甘草屋敷を見分。

10月 下旬 0 山梨郡石森村(現 山梨市内)で 採薬。

10月29日 0 甲府 を出立， 韮崎 泊。

11月1日 0 韮崎の北方で鳳凰石などを集める。韮崎再泊。

11月2日 0 韮 崎 を出 て富士川 に沿 って南 下，鰍 沢泊 。

11月3日 0 身延を経て南部泊。

11月4日 0 南 部 を出 て南下， 駿河 国蒲 原泊 。

11月5日 0 蒲 原 を出 て，東海 道経 由で駿府 着。 同地 泊。

11月7日 0 駿河国阿部郡建穂寺観音山(駿 府の北方)で 採薬。

11月15日 0 伊豆国三島白滝観音で採薬。

11月17日 0 伊 豆 国長 浜(沼 津 の南，三 津近 郊)着 。

11月18日 0 長 浜 か ら漁 船 で近 海 に 出， ウッボを捕xる 。

11月26日 0 長 浜 か ら漁 船 で近 海 に 出， カ レイの幼 魚 を捕 え る。

?月?日 江 戸帰 着。

*資 料番 号 は本文参 照
。

**「 採 薬」 と記 したの は
，資 料② にス ケ ッチ が残 され て いる場合 で あ る。

磯 で 採 集 した イ ソギ ソ チ ャ ク類 ， ア カ ウ ニ ， ガ ン ガ ゼ(ト ゲ の長 い ウ ニ)， カ メ ノ テ(フ ジ ッ

ボ に近 縁 で ， 亀 の手 の よ うな形 を して い る)の 図 が ， 資 料 ② 『渋 江 長 伯 甲駿 豆 相 採 薬 図 』 に 残

され て い る。 磯 で は普 通 の 動 物 ば か りだ が， 江 戸 住 み の一 行 に と って は珍 しか った だ ろ う。 そ

し て， 長 浜 を 最 後 に， 長 伯 た ち は 江 戸 に戻 った はず だ が ， 残 念 な こ と に江 戸 帰 着 の 月 日は わ か

ら な い。11月26日 に は まだ 長 浜 に い る の で， 帰 府 は12月 に 入 っ て か ら と思 わ れ るが … …。

(注1) 白井光太郎，『[改訂増補]日 本博物学年表』，大岡山書店，1934年 。

(注2) 渋江長伯は宝暦10年(1760)に 太田元達の四男として誕生，のち渋江長胤の養子 とな
               たつ

   る。幕府奥詰医師，名は虫L，通称長伯，字潜夫，号西園 ・確亭 ・清閑堂主人。天保元年

   (1830)4月19日 没，年71。 幕府の薬園管理や物産事業などの実際面に当たる。注3参

   照。
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(注3)本 筋 とは関係が無いが，『鴨村瑣記』の 「硝子の初」 と題す る項に興味深 い記載があ

   る  「文化六年，予上江申上て，シヨメールといへる細工事を書たる書を御買上にな

   り，阿蘭陀通詞馬場佐十郎を申立て，西洋のびいどう吹方を和解 して，西洋硝子製法書

   物三冊出来 して，初て阿蘭陀の水晶びい どうを吹出し，品々献上 もな した り」。「シヨ

   メール」 とは，仏人シ ョメール著 『日用百科事典』の蘭訳本 “Huishoudelijk Woorden-

   boek” で，動植物 に関する項 も多い。幕府天文方 に設置された蛮書和解御用の事業 と

   して，その翻訳が文化8年(1811)か ら始ま り，弘化2年(1845)頃 まで続いた。その

   訳本 『厚生新編』は江戸時代には出版されなかったものの，多数の人hが 原本 ・訳本を

   利用 した。そのきっかけを作ったのが渋江長伯だったのである。

(注4) 『官遊紀勝』(別 名，江君確亭紀行，甲府紀行)は ，『峡中行』(資 料③ の和文版)， 『酒

   折湯嶋記』，『岩堂記』，『大泉記』，『遊御嶽記』(資 料⑥ の和文版)， 『遊韮崎記』の6書

   を所収する。すべて渋江長伯が この甲州行のときに記 した紀行文である。いずれも図入

   り，和文。幕府儒臣で漢学者の成島司直が，序を寄せている。

(注5) 上田三平著 ・三浦三郎編，『[改訂増補]日 本薬園史の研究』，渡辺書店，1972年 。

(注6)『 諸国採薬 日記』(国 会図書館，126-121，5冊)の うち，享保8年(1723)10月16日

   に江戸を出立 して甲府へ向った採薬行の 日誌。→磯野直秀， 日本博物学史覚え書(VD，

   慶應義塾大学 日吉紀要 ・自然科学，24号 ，99-118，1998年 。 [該当す るのは第3節]

2 二人 の阪元慎

 『加越能三州採薬記』 とい う筆写本がある。東京大学総合図書館田中文庫の蔵書(SV-8，1
                                   さか

冊)で ，横小本。柱に 「阪蔵書」 と刷 られた半葉20行 の罫紙を使用している。阪元慎 ・阪優吉

父子の自筆本で，次の4部 か ら構成され，筆跡は，①②が父元慎，③④が子の優吉 と思われる。

① 「元治元年[1864]甲 子秋九月九 日，御領国薬種掘立方主附御雇被仰付，越中射水郡能州 口

 郡廻村ス」

 採薬記で，上記のように元治元年9月9日 に命を受け，9月29日 に自宅(金 沢)を 出立，越

 中 ・能登を回って，11月1日 に帰宅するまでの 日誌。毎 日，行程と採集品を記す。採薬だけ

 ではなく，各地の農民に薬種の栽培 ・採集 ・加工法を指導 していることがわかる。

 奥書の署名は，「村井又兵衛手医師 阪元慎/次 子 阪優吉」。

② 「元治二[=慶 応元年，1865]乙 丑仲春，御国産薬草掘立方并製法等為教授，能州 口奥郡採

 薬ス」

 これも採薬記で，「仲春」(2月)は 命を受けた時点だろ う。 口奥郡は口郡 ・奥郡の意。出発

 は慶応元年3月14日 ，能登半島を回って，4月25日 に帰宅するまでの 日誌。様式 ・内容は①

 と同じ。

 奥書の署名は，「村井又兵衛手医者 阪元慎/阪 優吉」。

③[阪 優吉の職歴]

 題は無 く，慶応4年(1868)5月 に向山養生所教授に任命されてから，同年11月 に神戸に赴
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 くまでの職務の変遷を列記。激動期 なので，わずか半年のあいだに数度職務が変わっている。

④[阪 優吉の田中芳男宛書簡]

 田中芳男が加賀 ・能登 ・越中の産物を問い合わせてきたのに対す る返書(二 人は，以前から

 の知己 らしい)。優吉は，その産物の資料 として，上記①②の採薬行を記録 した本書を田中

 に進呈す ると述べ，それに欠けている石類の 目録(約100品 ，産地などを付す)を 書簡中に

 記 している。末尾に 「3月9日 阪優吉/田 中芳男様」 と記すだけで年記は無いが，田中芳

 男が産物の問い合わせをしたことが書簡に見えるので，博物局が全国の産物調査 をした明治

 4～5年(1871～72)の 頃であろ う。

* * *

 博物誌史にとって興味深いのは，④の書簡の末尾に 「花譜は，祖父阪元慎之著 二御座候」 と

い う文が見える点である。r花 譜」は享和元年(1801)に 成った阪元慎著・早田淑慎画 『屋漏堂

花譜』25巻 ，「祖父阪元慎」は文政4年(1821)に70歳 で没 した阪(坂)元 慎にちがいない。

そ うすると，阪家は，「元慎(初 代，文政4年 没)  元慎(二 代，上記①② の著者)一 一優

吉」 と続 いた ことになる(注1)。 代 々同 じ呼び名を用いるのは通称の場合 に多いので，この

「元慎」も通称であろ う。

 従来， この二人の阪元慎は混同されてきた。た とxぽ ，『国書人名辞典』は初代のみを挙げ，

『加越能三州採薬記』 もその著作に数 えている。『国書総 目録』 も二人を区別していない。しか

し，上述のように，阪元慎は父と子の二人であり，その名号や著作を別 々に扱 う必要がある。

そ こで，これまでに判明したことを，以下に整理 してお く。

【初代阪元慎】

 東大総合図書館蔵の阪元慎著 『草木譜 目録』(AOO-5914， 自筆本)は 文化11年(1814)の 序

をもつので，初代の著作である。その序 の末尾に 「阪慎元慎，於龍吟堂書」 と記 され，「阪慎

之印」「字元脩」の2印 が捺されている。したがって，字は 「元脩」，堂号が 「龍吟堂」 とわか

る(本 書には，「龍吟堂蔵書」の朱長印もある)。また，「阪慎元慎」の署名がい くつかの資料

に見 られ るが，「阪」の後の小字の 「慎」が名 と思われる。

 まとめ ると，名は慎，通称元慎，字は元脩，堂号龍吟堂。姓は 「阪」 と記すことが多いが，

ときに 「坂」も用いる。宝暦2年(1752)に 生まれ，文政4年(1821)4月15日 没，年70。

 『草木譜 目録』 は，版心に 「龍吟堂蔵書」 と刷 られている用箋に記 されているが，この用箋

は阪元慎 の著作 『名物捷径』(国 会図書館，特1-424)， 同 『本草類方』(杏 雨書屋，杏6413)，

同 『三国名物志』(国 会図書館，特1-31)に も使われているので，これ らは初代の著作であり，

みな自筆本であろう。 また，享保 ・元文全国産物調査の際に作 られた稲新助 ・内山覚仲編 『加

賀国産物志』(元 文2年 成)に 後に校正を加えた 「阪元慎」 も，この初代 と思われ る(注2)。

 初代元慎は，『屋漏堂花譜』の自叙な どから，加賀藩の国家老村井長世(屋 漏堂)に 仕 えて

いたことがわかる。『屋漏堂花譜』は， この村井の命によって作成した ものであった。『屋漏堂

木譜』『屋漏堂禽譜』『屋漏堂虫譜』 も，これ と同様 にして執筆されたのであろ う(注3)。
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【二代阪元慎】

 国会図書館に，『三州山海異品』(特1-3050，1冊)と い う著作がある。加賀 ・能登 ・越中産

動植鉱物42品 の彩色図に，産地や特徴を注記 したものである。 これは序の末尾に 「慶応紀元仲

夏[元 年5月]愚 得斎阪尚教誌」 とあ り，続 く凡例に 「次子優 ガ問二答ル所 ヲ誌 ス」，本文中

に 「慎是二順 フ」「慎按スルニ」 との文がある。 したがって，著者は二代阪元慎であることに

間違いなく，その序から名 は尚教，号愚得斎 と思われる(注4)。

 生年にっいては，加賀藩の 「先祖由緒并一類附帳」(注5)に ，「阪尚教(元 慎，融然斎)，

明治3年69歳 」 とあるので，享和2年(1802)の 生まれである。没年 は未詳だが，二代元慎が

細か く記録を取 った 『加越能三州採薬記』の原本を，子息優吉があっさり田中に進呈 している

ことから推察 して， この書簡がしたためられた とき二代元慎はすでに他界していたと思 える。

 二代元慎についてまとめると，名は尚教，通称元慎，号愚得斎 ・融然斎。享和2年(1802)

の生まれで，没年未詳。管見 に入ったかぎり，「阪」を用い，「坂」の用例には出会っていない。

前述のように 『加越能三州採薬記』の①②末尾の記載に 「村井又兵衛医師」 と記すか ら，初代

と同じように，村井家に仕 えていた。村井家は代々 「又兵衛」の通称を用いたが，『国書人名
                     ながあきら

辞典』によれぽ，天保13年(1842)以 降は村井長在の代である。

(注1)元 慎の字はもっと古 くから代h使 っていたのかもしれないが，いまはそれを探れない

   ので，上記 「祖父元慎」を仮に初代 とした。

(注2)杏 雨書屋蔵 『加能越三州産物書』(杏4828)に 所収されている 『加賀国産物志』(外題

   は加州産物志)に ，初代元慎の逝去直後にこの本が見つかった旨を，村井長世が識語 と

   して残 している。

(注3) 岩瀬本 『屋漏堂花譜』(岩 瀬文庫，26-106)は 阪家に伝わった本だが， これに 『屋漏

   堂木譜』1巻 ，『屋漏堂禽譜』3巻 ，『屋漏堂虫譜』3巻 が含まれている。ただ し，注記

   だけである。なお， この資料も，「龍吟堂蔵書」の用箋が使われている。『屋漏堂花譜』

   については，明治大学文学部の平野満教授から多 くのご教示を頂いた。 この場を借 りて，

   御礼を申し上げたい。

(注4) 『牧野文庫蔵書 目録』に 「薬草会業引 阪元慎(尚 教)編 ，嘉永5年 刊(白 髭社)」 と

   の記載がある。ただ し，未見。

(注5) 『加越能文庫解説 目録』，上巻，金沢市立図書館，1975年 。

3 坂本 浩然 ・純沢兄弟

 前節で，阪元慎はじつは二人だった ことを報告 したが， この節 もそれに類する話である。
                 こうねん

 主人公の一人は桜の絵 で名高い坂本浩然。『国書人名辞典』には 「坂本浩然 ・本草家 ・画家

……[名 号]名 ，直大 ・直久。字，桜宇。号，浩然 ・浩雪 ・桜香 ・香邨 ・写蘭 ・嘗草林処 ・復

元 ・蕈渓主人 ・純沢 ・五快楼 ・永斎。[家 系]和 歌 山藩医坂本純菴の長男。[経 歴]… …摂津高

槻藩主永井氏に禄仕……」(下 線は磯野)と の記載がある。 ところが， この引用で下線を付 した
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部分は，弟のことらしいのである。

 疑問を抱いたのは，一枚刷 『水虎十弐品之図』(国 会図書館，特1-3158， 刊年不明)を 眺め

ていた ときであった。その刊記に 「浩雪坂本先生鑑定」「純沢先生縮図」 と，2行 に分 けて名

が記されているのに気付いて，不思議に思った。『国書人名辞典』の記載のよ うに純沢も浩然

の号としたら，なぜ1行 に収めなかったのだろ うか。2行 に分けるということは二人の人物が

関与したからではないか……。その後，『江戸現存名家一覧』(天 保初年の刊行 といわれ る)の

「物産」部では，坂本浩然 と坂本純沢をはっきり別人として別項 に置いていると知 った(注1)。

そこで，改めて，坂本浩然の著作 と言われているものや，同時代の人名録などを調べた ところ，

名 ・号 ・印記 などの組み合わせが，明らかに二分される。それを，以下にまとめておく。

【坂本浩然】

 紀伊藩医坂本純菴の長男。寛政12年(1800)生 まれ，嘉永6年(1853)8月26日 没，年54。

下記の資料に 「直大，浩然，桜宇，浩雪，香邨，蕈渓，嘗艸林処，五快楼，嘗艸楼，瑞葉廬」

が使われている。直大は名，桜宇は字。『国書人名辞典』は浩然を号 としているが，使い方か

ら考えると 「浩然」は通称のように思える。「浩雪」「香邨」「蕈渓」「嘗艸林処」は号，「五快

楼」「嘗艸楼」「瑞葉廬」は堂号であろ う。本草を曽占春に，画を華島雪亭に学び，下記②で自

署 しているように紀伊藩医であった。

① 『御薬苑草木写占稿』(東 大総合図書館，AOO-4603， 文政12年 ，自筆本)： 目録 に 「浩雪阪

 本浩然」，本文の注記の一つに 「瑞葉廬主人浩雪」 とある。「瑞葉廬」は堂号 らしいが， これ

 まで知 られていない。浩然には，本書のほかにも，「写占稿」「占底稿」などの題をもつ一連

 の図譜 自筆本があるが，その一つ 『日光奥羽草木図占底稿』(同 館，AOO-4600， 文政11年)

 に も 「阪本浩雪」 と記 す。一方，『琉球奇花写真 底稿』(同 館，AOO-4601， 天保9年)と

 『冬虫夏草写真 ・洋種草木写 占稿』(同 館，AOO-4606， 文政8年)で は，「坂本浩然」を使っ

 ている。姓 は，阪本 ・坂本のいずれも用いていた ことがわかる。

② 『菊譜』(自 筆本，天保5年 自序，井上書店古典籍 目録 ；注2)： 序末尾は，「江戸 紀藩医

 坂本直大」。

③ 『菌譜』(天 保6年 刊)： 目録末尾に 「坂本浩然」。序の末尾は 「書於五快楼 中。紀伊 浩雪

 坂本浩然」で，印は 「浩然之印」 と 「蕈渓」。

④ 『桜草勝花品』(東 博，和1018， 天保6年 自序)： 序の末尾に 「蕈渓山人書，於嘗艸楼上」。

⑤ 『救荒便覧』(刊 本，遠藤通編著，天保7年 序刊)： 坂本父子が協力 してお り，「前集」に

 「救荒名物補遺審定，坂本純菴[父]/男 浩然」，「後集」の救荒草品図説の末尾に 「紀伊

 侍医兼本草鑑定 坂本純菴撰/男 浩然校并写真」 とある。
  つつ じ

⑥ 『躑躅譜』(国 会 図書館，た一18，天保7年 自序)： 著者名は どこに も無 いが，用箋版心 は

 「蕈渓蔵本」。 おそらく，自筆本。

⑦ 『救飢食品考』(東 博，和2452， 成立年不明)：巻頭に 「蕈渓主人著」，用箋の版心は 「蕈渓

 蔵本」。おそ らく，自筆本。

⑧ 「墓碑銘」(藤 波剛一編 医家墓碑拓本集，国会図書館，別10-33)二 「香邨阪本先生墓」およ
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 び 「浩雪院釈浩然香邨居士」。

⑨ 『当世名家評判記』(天 保6年 序列)： 名号については記載が無いが，「坂本浩然……占春の

 門人，雪亭の御仕込……」 とい う経歴情報がある。「占春」は本草家曽占春，「雪亭」は画の

 師匠華島雪亭。

⑩ 『広益諸家人名録』(天 保7年 刊)： 「浩雪/名 直大，字桜宇，号嘗艸林処/青 山六道辻，坂

 本浩然」。同時代資料で信用できる(注3)。

【坂本純沢】

 紀伊藩医坂本純菴の次男，生没年未詳。著作は少ないが，下記の資料では 「永斎，純沢，復

元，瑞葉楼」が使われてお り，摂津高槻藩の侍医だった とわかる。父の 「純菴」は通称 らしい

から，子の 「純沢」 も通称ではないか。 また，復元は名で，永斎は号 と思われる。

① 『百卉存真図』(天 保2年 序刊)： 曽占春が序を記 しており，その冒頭に 「坂本復元，号永斎，

 摂之高槻侯之侍医也……」 とある。用箋の版心は 「瑞葉楼蔵」。この 「瑞葉楼」は、兄浩然

 が 『御薬苑草木写占稿』の注記に用いている 「瑞葉廬」(前 頁①)と 酷似するのが気になる

 が、それについて考察を進める材料が今は無い。

② 『本草綱 目啓蒙図譜』(井 口望之編 嘉永2年 刊)： 巻9上 冊の末尾に，「通計一百一十三図

 阪本純沢」とあり，「純」「沢」の2小 印を添える(注4)。

③ 『百花図纂』(坂 本純菴著，天保6年 序刊)： 『国書総 目録』には所蔵館が記されておらず，

 未見であるが，故上野益三先生の覚え書 カー ド(注5)に ，「永斎坂本純沢写真」「序，紀伊

 侍医坂本純菴」「次子純沢 ヲシテ画カキシメ……画モ彩色モ亦」とある。いずれ も，原本の

 記載の抜粋 と思われる。『百花図纂』は父純菴のi著作で，32品 の草花の彩色図に注記を付す

 る。その画を描いたのが次子純沢であった。

(注1) この人名録は表記の姓名しか挙げない。『近世人名録集成』(森 銑三 ・中島理寿編，勉

   誠社，1978年)に 所収。

(注2) 『古典籍 目録 ：医学 ・本草 ・自然科学 ・洋学』，28号 ，井上書店。

(注3) 『広益諸家人名録』とともに，従来広 く使われてきた記述は，『南紀徳川史』「画家伝」

   の 「坂本浩然(浩 雪 と称す)/坂 本浩然直久 は坂本純庵甫道 の長子な り，江戸 に住す

   (純庵甫道は町医師にて，寛政十一年御出入被命，文政十二丑年小普請御医師に被召出，

   天保四巳年奥医師被仰付た り)。天保十五辰年，純庵存命中，願之上，総領を除籍す。

   浩然，医を業 とせず，画を善す。桜香又香村，写蘭の号あ り……著す所の百華図纂(一

   巻)は 人皆賞賛す……」である。本書には藩資料に基 くらしい独 自の記事があるが，首

   を傾げる個所 も多い。「医を業 とせず」は誤 りだ し，父の著作 『百花図纂』を浩然著 と

   した りする。名の 「直大」が無 く，他書に見 えない 「直久」を挙げるが， これは誤植か

   誤記ではないか。『南紀徳川史』 は明治も半 ぽを過 ぎてか らの編集だから，誤 りがあっ

   ても不思議ではない。 したがって，本報ではその記載を用 いなかった。

(注4) 『本草綱 目啓蒙図譜』は，巻8上 下 と巻9上 下，計4冊 だけが刊行された。巻8は 著
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   名な博物画家服部雪斎が描いている。

(注5)故 上野益三先生が調べ られた資料のメモ。いま私がお預か りしているが，すでに失わ

   れた分 もあるらしい。

4 『教草』

 近代化以前の農村手工業の実態を示す資料，『教草』(お しえぐさ)は ，明治6年(1873)に

オース トリアのウィーソで開かれた万国博覧会の副産物 として生まれた。

 日本は明治4年 の暮近 く，開催国オース トリア(澳 国)か ら招請を受けた。国際舞台に顔見

せをする又 とない機会であ り，たちどころに政府は参加を決定，明治5年1月8日 には太政官

正院に澳国博覧会事務局を設置し，同事務局が文部省博物局(注1)と 協力 して準備に当たる

ことになった。そして出品の一つ として，本邦物産を紹介す る図説の作成に取 りかかった。

 博物局がその図説資料をもとに編集 したのが，全30点 ・番外2点 の一枚刷 『教草』である。

いずれもB3判 ほどの大 きさの色刷図で，諸産業の原料動植物や用具，作業などを図解 し，わ

か りやすい解説が記されている。明治5年 中に17点 が完成，7年(1874)秋 頃までに，第廿三

を除いて刊行を完了した。 これが初版である。

 ところが明治8年7月 ，内務省が火事で焼けて，第一～第廿四が失われてしまった(注1参

照)。 失われた分は翌9年2月 に再版 したが，その際に文を修正 した り， レイアウ トを変xた

りしたものもある。また，初版は内題に題名 しか記 していないが，再版 は内題に 「教草第一」

「教草第二」……の一連番号が付 されてお り，題そのものを多少変 えた もの も少なくない。 こ

の初版および再版は，いずれも影印本が出版されている(注2)が ，題名が どう変えられたか

明確にされていない。そこで，以下に題名変更 も含め，全点の書誌的事項 をまとめておきたい。

題が二つ記 されている場合は初版/再 版の順，()に 初版における担当者 と完成時を示 し，

その後に注記を付 した。再版で校訂 ・増訂者および校訂完了時が記載 されている場合は，注記

の末尾に記 した。「述」「撰」「画」「図画」などの用語は原本どお りにした。

          *            *            *

       に わ

  稲米一覧(丹 波修治述 ・溝口月耕画，6年3月)

二 糖製一覧(安 岡百樹録 ・中島仰山図，6年3月)： サ トウキビか らの製糖法。

三 養蚕手びき草/養 蚕一覧(南 部陳撰 ・宮本三平画，5年 秋)

四 生糸製法一覧/生 糸一覧(信 夫粲撰 ・溝 口月耕画，6年 春)

五 樟虫製法一覧/樟 虫一覧(信 夫粲編述・菅蒼圃図画，5年 冬)： 樟虫(ク スサン)幼 虫・

   繭か らのテグス ・布の製造。

六 野蚕養法一覧/野 蚕一覧(信 夫粲述・菅蒼圃画，5年 冬)： 野蚕(ヤ ママユガ)繭 か らの

   糸の製造。

七 葛布一覧(鶴 田清次+佐 々井半十郎撰 ・中島仰山画，5年 冬)： 葛はクズ。雨衣 ・袴 ・襖

   地に用いる。8年12月 ，鶴田清次校訂。
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 八 苧麻製法一覧/苧 麻一覧(武 田昌次述・山崎董栓画，5年 秋)： 苧麻(カ ラムシ，イラク

    サ科)か らの織物製法。

 九 草綿一覧(鶴 田清次+佐 々井半十郎撰 ・中島仰山画，5年 秋)： 草綿はキワタと読み，

    木綿を指す。

 十 製糸草木一覧/繊 緯一覧(武 田昌次撰 ・山崎董淦画，5年 秋)：16品 の原料植物を図示。

    9年 春，武田昌次増訂。

十一 素麺一覧/索 麪一覧(丹 波修治述 ・溝 口月耕画，5年11月)： ソウメソの作 り方。9年1

    月，小森頼信増訂。

十二 葛 ・わ らび ・かた くり製粉一覧/葛 粉一覧(丹 波修治識 ・中島仰山画，6年3月)

十三 藍一覧(安 岡百樹録 ・狩野良信図，5年6月)：8年12月 ，高鋭一校閲。

十四 青花紙一覧(山 本章夫撰・溝口月耕画，6年1月)=青 花紙はッユクサの栽培品種オオボ

    ウシバナの花汁で染めた紙で，色素を水で溶出して下絵を描 くのに用いる。

十五 製茶一覧(加 藤景孝編述 ・中島仰山図画，5年 冬)：9年2月 ，山高信離校訂。

十六 烟草一覧(南 部陳撰 ・狩野良信図画，5年 冬)： 烟草はタバコ。

十七 漆製法一覧/漆 一覧(武 田昌次撰 ・山崎董淦図，5年 秋)：9年 春，武田昌次校訂。

十八 蒔絵の教草/蒔 絵一覧(加 藤景孝識 ・狩野良信画，5年12月)：9年2月 ，石田為武校

    正。

十九 蝋製法一覧/蝋 一覧(武 田昌次述 ・山崎董淦画，5年 秋)： 植物蝋 ・蜜蝋 ・イボタ鑞の

    作 り方。9年 春，武田昌次再校。

二十 白柿并柿油一覧/白 柿一覧(山 本章夫撰 ・溝 口月耕画，6年1月)： 白柿(ツ ルシガキ，

    干柿)の 作 り方，柿油(シ ブ)の 利用。

廿一 畳表一覧(山 本秀夫述 ・溝 口月耕画，6年1月)

廿二 香蕈一覧(丹 波修治述 ・溝 口月耕画，5年11月)： 香蕈はシイタケ。9年1月 ，横川政

    利増訂。

廿三 製紙一覧(山 本秀夫遺稿 ・山本正夫増補 ・服部雪斎図画 ・田中芳男校閲，9年1月)

廿四 蜜蜂一覧/蜂 J覧(丹 波修治編撰 ・溝 口月耕図画，5年 冬)：9年 春，小林常賀校訂。

廿五 油一覧(武 田昌次述 ・服部雪斎画，7年5月)： 菜種油の製法。

廿六 べに一覧(武 田昌次述 ・服部雪斎+山 崎董栓画，5年 冬)： ベニバナか らの 「紅」の作

    り方。

廿七 澱粉一覧上(鶴 田清次撰 ・武田昌次誌 ・服部雪斎画，7年6月)

廿八 澱粉一覧下(武 田昌次誌 ・服部雪斎画)： 上下で澱粉の原料植物42品 を図示。

廿九 褐腐一覧(榊 原芳野原稿 ・武田昌次抄録 ・服部雪斎画図，7年7月)： 褐腐は コンニャ

    ク。

三十 豆腐一覧(榊 原芳野原稿 ・武田昌次抄録 ・服部雪斎画，7年7月)

番外 鷹狩一覧(町 田久成述 ・菅蒼圃図，6年2月)：9年2月 重修，古川躬行校(注3)。

番外 草木乾月昔法(伊 藤圭介原稿 ・久保弘道校正・服部雪斎画，8年2月)： 無彩，脂葉の作 り
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方について日本で初めての出版 という(注4)。

* * *

 『教草』は折 り畳まれ，袋(書 袋)に 入れて販売されたが，それに3種 類がある。

①書袋の表 は色刷で，上部が青紫，中央は白く，下部が緑色，紋様化 された鳥 と蝶が数ヵ所に

 見られる。中央の枠 内に題名だけ記 し，一連番号を欠 く。また，②③ と違って，袋の表の文

 と裏の 目録 は無い。この袋は，当時未刊だった第廿三を除き，初版の 「稲米一覧」(第 一)

 か ら 「蜜蜂一覧」(第 廿四)ま でと 「鷹狩一覧」(番 外)に 使用されたらしい。

②無彩で，表の中央枠内の題名は 「教草/第 廿五 油一覧」のように一連番号が入る。枠外に

 は 『教草』出版の 目的が記 されてお り，末尾は 「明治七年九月 博覧会事務局」。裏には，

 碁盤 目のなかに 「第一 稲米」「第二 糖製」…… と30点 の目録が刷 られている。ただ し，

 第廿三の題名の個所は墨板で潰 してあ り， この時点で未刊だった とわかる。 この袋は，初版

 段階の第廿五以降に用いられている。

③無彩で表の題名が番号付の点は② と同 じだが，文は，末尾に 厂明治九年二月 田中芳男記」

 とあるものに換わ っている。 この文の前半に 『教草』出版の意義を記すのは② と大同小異だ

 が，後半は 「明治六年澳国博覧会出品の際に乗じ，各種職業の教草を編成せしめ，画図を加

 へ、以て童蒙に便せ り。然に旧版第一より第廿四まで昨八年七月の火災に罹 りしにより，今

 之を再刻 し，兼て従前の誤謬を正し遺漏を補はしむ……」 と，本書出版の由来 と火災による

 再版の件に触れている。裏 は② と同じ碁盤 目式 目録だが，「第廿三 製紙」が入 って，30点

 すべてが表示 されている。 この袋は，再版の第一～第廿四はもちろん，第廿五～第三十の後

 刷 にも用いられている。

* * *

 『教草』の刊行を提唱，監修 したのは博物局を主導 していた田中芳男だった。執筆者 ・校訂

者 ・画家も，石田為武 ・久保弘道 ・小林常賀 ・小森頼信 ・信夫粲 ・菅蒼圃 ・武 田昌次 ・鶴田清

次 ・中島仰山 ・服部雪斎 ・古川躬行 ・町田久成(博 物局長)・ 山高信離 ・山本正夫 ・横川政利は

博物局，丹波修治 ・佐h井 半十郎 ・狩野良信は博覧会事務局に属 していた。田中芳男や服部雪

斎，丹波修治，山本兄弟(山 本秀夫 ・章夫 ・正夫 は，京都の本草家山本亡羊の五男 ・六男 ・七

男)な ど，幕末期に活躍 した博物家 ・博物画家が 目立つ。各人の詳細は注2文 献の吉田解説に

譲るが，経歴がわからない人もまた少な くない。

(注1) この博物局が現東京国立博物館につながるのだが，明治初期には所属が目まぐるしく

   変わった。そもそ もは，明治3年(1870)9月 に大学南校(の ちの東大)に 物産局が置

   かれ，田中芳男が出仕 した時に始 まる。翌4年9， 月25日 ，南校物産局は新設の文部省に

   移 ってその博物局 となるが，6年3月19日 には澳国博覧会事務局に合併 される。ついで，

   8年3月30日 ，博覧会事務局は博物館 と改称 され，内務省の所属 となる。そして9年4
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   月17日 ，行政組織上の博物館は再び博物局に改められた(「 博物館」の名称は博物局の

   施設名 として残 る)。ついで，明治14年4月7日 ，博物局は農商務省の所管に変わ る。

   その後も所轄 と名称の変遷が繰 り返 されるが，ここでは省略す る。

(注2) 吉田光邦監修 ・解説，『教草』，つかさ書房，1980年 ：初版のカラー影印で，番外は

   「鷹狩一覧」(初 版)の み所収。樋 口秀雄監修/樋 口秀雄解説 ・大場佐一解題，『教草』，

   恒和出版，1977年 ：再版のモノクロ影印，番外は 「鷹狩一覧」初版 ・再版および 「草木

   乾脂法」を所収。吉田解説は執筆者 と画家の経歴に詳 しく，樋 口解説 と大場解題は 『教

   草』作成までの経緯や編集上の問題点を取 り上げる。

(注3) 「鷹狩一覧」にも初版 と再版が存在するので，初版は明治8年7月 に焼失 したと思わ

   れる。再版は，初版の文を全面的に修正 し，レイアウ トも大 きく変えている。

(注4) 上野益三著 『年表 日本博物学史』 は，「草木移植心得」(吉 田健作録，9年11月 ，草木

   の輸送法)と 「養魚法一覧」(金 田帰逸著，12年)も 番外編 として挙 げる。 しか し，両

   者 とも勧農局の出版なので，『教草』に含めるのは妥当ではないと思 う。

5 「愛禽徒然 草』

 瑞翁著 『愛禽徒然草』 とい う筆写本がある。国会図書館の所蔵本(211-239，1冊)で ，『国

書総 目録』にはこの一本だけが収録されている。

 内容は養禽書で，正徳元年(1711)の 年記があ り，総合的な養禽書としては，前年の宝永7

年に刊行された 『喚子鳥』に次いで古い点が注 目される。 しかし， 白井光太郎 と平野四郎が書

名を挙げている(注1)以 外には，従来の江戸博物誌史で報告されていないと思 うので，ここ

で概要を紹介 しておきたい。

 大 きさは縦24.0× 横17.Ocm，1冊 ，全45丁 。用箋 は 「大野屋惣八」の名入 り9行 罫紙で，

名古屋の有名な貸本屋大惣が貸本用に写させたもの とわかるが，書写年代 は不明。構成は，

序 ・目録 ・本文 ・後書の順で，平仮名交 り文。図は無い。最後に年記 ・筆者名がある。

[前文]： 初めに 「愛禽徒然草」の題がある。11丁 と長いが，籠で鳥を飼 うのは可哀想だとの批

 判に対する反論と，鳥にまつわる故事をいろいろ挙げるだけで，中身は乏 しい。

[本文]： 内題や著者名は無い。以下，各節ごとに，見出しと要点を記す。

① 「凡餌之方」：上餌(米 と糠)・下餌(魚 粉用の魚)・青味(菜)の 説明。 この3者 を混ぜて餌

 を作 る。

② 「餌拵の伝」：細かい注意，6項 。

③ 「諸鳥飼付養術」：捕えた鳥を餌付ける要点，ならびに鶯 ・駒鳥 ・石見駒(石 見産駒鳥?)・
       ル リ

 雲雀 ・鶉 ・小瑠璃 ・小燕(ム ギマキか)・ 郭公(ホ トトギス)・鷦鷯(ミ ソサザイ)の 飼育に

 ついての各論，計10項 。

④ 「諸鳥常の養術」：水の与 え方， とまり木の事，水浴 び，爪の切 り方，庭籠の作 り方など，

 飼育に関す る注意，10項 。

⑤ 「病鳥等の養術」：病気や怪我の手当，19項 。
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⑥ 「鳥老若見分の伝」：若鳥と老鳥の見分け方，1項 。

⑦ 「巣鳥の伝」：産卵の手法。雉 ・白鵬(ハ ッカン)・鴛鴦(オ シ ドリ)・嶋鵯(シ マヒョドリ)・

 渡 り鳩(海 外産の鳩)の5項 。 キジ科のハ ッカンも， ヒヨドリ科のシマ ヒヨドリも東南アジ

 アから中国南部に産する鳥だが， このような種類 も産卵させ，雛 を育てられるようになって

 いた ことがわかる。

⑧ 「つみゑ并虫の伝」：餌に用いる 「つみゑ」(穀 類 ・豆)と 虫の種類。

⑨ 「虫・けら貯様の伝」：エビヅルの虫(ブ ドウスカシバ幼虫)と ケラを，冬場にも使 えるよ う

 にしてお く方法。

⑩ 「雑部」：形状や声 の良否，雌雄の見分 けな ど，雑多な話題。外来の鳩 として，しやむろ

 鳩 ・孔雀鳩 ・尺八鳩 ・長生鳩 ・金鳩 ・南京鳩の名を挙げ，「しやむろ鳩 と南京鳩は最近途絶え

 ているが，孔雀鳩は近年初めて持渡 られた」旨が記 されている。また，尺八鳩は南西諸島 ・

 台湾 ・フィリピンに棲むズアカアオバ トとされている(注2)が ，本書には 「素人は騙され

 ているが，武州の鳥屋が高値で売っている尺八鳩は，じつは美濃 ・信濃 ・飛騨の深山に棲む

 青鳩」 とある。アオバ トは， 日本 ・台湾 ・イン ドネシアに生息する。

[後書]前 文 と同じく，内容は乏 しい。ただ，最後に 「私自身が もっとも好むのは鶉だが， こ

 の鳥はほかの鳥 と飼い方が異なるので，本書に詳細は記 さなかった。百瀬丹助の著作(注

 3)で 充分だろ う」 と具体的な話に及ぶ。稿末に 「正徳元辛卯稔仲秋吉旦 瑞翁撰」 とい う

 年記 ・筆者名がある。

 以上からわかるように，本書は一般的な鳥の飼い方の大筋を記 した養禽書である。冒頭でも
                              よぶこどり

触れたが， この本が書かれる1年 前，宝永7年(1710)に 蘇生堂著 『喚子鳥』が大坂で出版さ

れてお り， これは鳥類全般を対象とす る養禽書 として最初の刊本であった(注4)。 同書は計

121品 の和鳥の形状 ・生態 と，それぞれの餌の組成を記 したもので，形状などの叙述 は参考に

なるが，大 きな欠点があった。第一に，肝心の飼育法総論が手薄である。 目録には全14節 が記

されているが，本文にあるのはその うちの最初の2節 ，「諸鳥餌飼 こしらへよ うの事」 と 「小

鳥煩ふに妙薬の事」だけ。つま り，餌の作 り方と病気の手当 しかな く，水の与え方や， とまり

木のこと，卵の産ませ方など，飼育に必要な部分が欠けているのである。第二に，外国産禽類

がいろいろ持ち込まれているのに，それには一切触れていない。

 このような点を考えると，『愛禽徒然草』は取 り上げている和鳥の数 こそ少ないが，養禽書

としては目配 りが行 き届いているし，海外産の鳥にも筆が及び，『喚子鳥』 より優れていると

思える。 しかし，『国書総 目録』に本書 しか記載が無いことが示すよ うに，『愛禽徒然草』は写

本として広まらずに終わ ったらしい。ほかの禽類書でも，『愛禽徒然草』の文の引用を見た記

憶が無い。当時も，あま り知 られていなかった著作のように思われる。

 残念なことに，著者瑞翁の詳細を知る手掛か りも無 く，何処の人かも不明である(注5)。

何か御存 じの方 は，是非お教えいただきたい。

(注1) 白 井 光 太 郎 ， 鳥 に関 す る古 書 に就 て ， か ひ ど り(鳥 の 会)，2(7)，23-30，1931年 。

 30



日本博物学史覚え書 X (磯野直秀)

   平野四郎，蔵書雑爼，野鳥，7(8)，38-47，1940年 。[白 井は現国会図書館本について，

   鳥名の一部を記 している。平野は自己の蔵書の一つ として名を挙げているが，内容には

   触れない]

(注2) 菅原浩 ・柿沢亮三編著，『図説 日本鳥名由来辞典』，柏書房，1993年 。

(注3)百 瀬丹助の著作とい うのは，慶安2年(1649)刊 の 『鶉書』か，その草稿 らしい 『鶉

   目利問答書』(別 名，鶉 ころも)で あろう。後者の一本(国 会図書館，特1-2469)の 末

   尾に 「江戸本郷二町 目 鳥屋百瀬丹助」とあって， この丹助が著者の可能性が高いから

   である。 もっとも， 白井光太郎は 『鶉書』の著者を 「蘇生堂主人」 とす るが，『鶉書』

   「鶉 目利問答書』両書 には，その根拠を見 出せ ない。 また，蘇生堂主人著 『喚子鳥』は

   宝永7年(1710)の 出版で，『鶉書』はそれ よりも60年 も前 の刊行。 どう考 えても，同

   一人物の著作 とは思えない。

(注4) 磯野直秀，江戸時代の禽類図譜 と養禽書，慶應義塾大学 日吉紀要 ・自然科学，11号 ，

   9-38，1992年 。

(注5)尺 八鳩の項ほか1項 に 「武州の鳥屋」とい う字句が出るが，たまたま江戸に出たとき

   の見聞かも知れず，江戸の住人とい う証拠にはならない。

6 奥倉辰行 の 「水族写真 鯛部』

 幕末の江戸神田多町で青物商を営んでいた奥倉辰行は，幼少時から絵が旨かった。高名な国
    えき

学者狩谷液斎(1775～1835)が 辰行の才能を知 り，その助言で辰行は魚類の絵に集中す るよう

になって，『水族四帖』や 『魚仙水族写真』な どの魚譜を作成，やがて豪華 な彩色図説 『水族

写真 鯛部』を出版 した。しかし，そのための多大な出費で家業が傾き，鯛部に続 く続編の刊

行が出来ないまま，辰行は安政6年(1859)8月12日 に没 した(注1)。 辰行は名，通称甲賀

屋長右衛門，字子園，号魚仙。生年未詳。

 その 『水族写真 鯛部』は図譜部と説部に分かれているが， ともに安政4年(1857)の 出版

と言われていた。 ところが，松井魁は定説に疑 いをもち，刊本20数 点を調査 して，図譜部には

安政2年 ・安政3年 ・安政4年 の3種 の刊本があること，説部は安政4年 刊だが，それにも3

種類が区別 されることを明らかにした(注2)。

 しかし，松井報文では，資料一覧表 に誤植か松井の思い違いと思われる個所が幾つかあ り，

また，図譜部刊本の3種 類 と説部刊本の3種 類の対応は明確にされていない。そ こで今回，改

めて国会図書館本を中心に調べた結果を表2に まとめ，以下に概要を報告 しておきたい。

【図譜部】

 ABCの3種 類がある。すべて題箋題 「水族写真 鯛部」を持 ち，「奥倉辰行編集/水 族写

真/東 都 水生堂蔵板」(水 生堂は辰行の堂号か)と 記 した見返 しがあるが， 自家出版で刊記

は無 く，以下の刊年はいずれも序あるいは凡例からの推定である。

●A本(安 政2年 刊 ；例，表2一 ①)  2冊 本。上巻は序 ・凡例 ・目録 ・図譜1～16丁 ，下巻

は図譜17～37丁 。序は森立之(注3)， 日付は 「安政乙卯[2年]三 月」である(表 の○)。 つ
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表2 奥倉魚仙著 『水族写真』の構成

国会図書館本 0 0 O ④ 0

請求記号 特7-151 特7-150 特7-152 午 一53 特1-912

総冊数 3冊 2冊 2冊 2冊 2冊

図 と説 の組 み合 わ せ* A十a Bの み C十c C十c C十b

【図譜 部】

冊数 2冊 2冊 1冊 1冊 1冊

刷題箋の巻表示(冊1) 巻之一上 巻之一上 巻之一上 巻 之一上 巻之 一上

(冊2) 巻之一下 巻之一下

序  森(安 政2) 0 ナシ C 0 C

曲直瀬(安 政3) ナ シ ● ● ● ●

凡例 安政2年 ・片仮名 △ △ △ △ △

安政4年 ・平仮名 ナ シ ナ シ ▲ ▲ ▲

目録** 片仮名 片仮名 平仮名 平仮名 平仮名

図の番号の有無 無 無 有 有 有

色刷図の色彩 良好 良好 派手 派手 派手

跋  多紀(安 政2) ナシ O ナ シ ナ シ ナシ

刊年(推 定)/タ イ プ 安政2/A 安政3/B 安政4/C 安政4/C 安政4/C

【説 部 】

冊数 1冊 欠 1冊 1冊 1冊

刷題箋の巻表示 説 巻之一下 巻之一下 説

序  森(安 政2) ナシ ナシ ナ シ C

曲直瀬(安 政3) ● ナ シ ナ シ ナ シ

凡例 安政2年 ・片仮名 ナシ ナシ ナ シ ナシ

安政4年 ・平 仮名 ▲ ナ シ ナ シ ▲

目録** 平仮名 目録 ナ シ 目録 ナ シ 平仮名

跋  多紀(安 政2) 0 C O ナシ

刊年(推 定)/タ イ プ 安政4/a 安政4/c 安政4/c 安政4/b

*こ の ほ か
， 東 博 本(和2359，3冊)はA+a， 同(と7538，2冊)はC+c， 東 大 本(T86-123，

 3冊)はB+a， 同(T86-173，2冊)はAの み ， 国 会 本(121-163，1冊)はaの み ， の

 構 成 。

**平 仮 名 の 目録 に は 「一 」 「二 」 … … の番 号 が 付 され て い る が
， 片 仮 名 の も の に は 番 号 が 無 い。

いで，辰行が片仮名交 り文で記 した 「乙卯春 日」の凡例(△)と ，魚の和名を片仮名書きにし

た 目録がある。 この目録は魚名に一連番号を付 しておらず， また図譜は90図 なのに，87品 しか

記されていない不完全なものである。次が図譜部だが，内題は無い。図はすべて色刷で，みな

落ち着いた良い色彩である。図には和名 とその出典だけを記 し，注釈は後述の 「説部」に譲 っ

ている。なお，A本 では魚図に一連番号を付していない。跋文 は無い。
                                   ま な せ

●B本(安 政3年 刊 ；表2一②)  2冊 本。A本 にあった森の序は無 く，曲直瀬養安院正貞

(注4)の 「安政丙辰[3年]正 月」付の序(●)に 置 き換 えられている。それに続 く凡例・目

録・図譜部はA本 と同 じ。色刷図の色彩も，同じく良好である。下巻の最後に多紀元堅(注5)
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の 「乙卯竹酔 日」，すなわ ち安政2年5月13日 付の跋文(◎)が 加わっている。森の序を曲直

瀬序に置 きかえた理由は不明。

●C本(安 政4年 刊 ；表2一 ③～⑤)  1冊 本。序から図譜の末尾までを所収。森 ・曲直瀬

の両序があ り，ついでAB本 と同じ安政2年 凡例 とともに，「安政四年丁巳夏月」に平仮名交

り文で記 された別内容の凡例(▲)が ある。 目録は，魚名が平仮名で記 されていること，魚名

に一連番号が付されていること，図譜 と同数の90品 を記した完全 なものであることの3点 で，

AB本 の片仮名 目録 と異なる。図譜部は， 目録に対応 して魚図に番号が付 されている。色刷の

色彩はかな り派手で，AB本 と異なった印象を受ける。また， B本 の多紀の跋は無い。

【説部】

abcの3種 類があ り，すべて安政4年 刊 と考 えられる。題箋題は 「水族写真 鯛部」，説部

冒頭の内題 は 「水族写真説」。したがって，図譜部を欠 く資料では，「水族写真説」の題名で登

録されていることが多い。説部本文は図譜部 にある鯛90種 類(注6)の 解説で，方言 ・漢名 ・

漁期 ・形状 ・産地 ・味などを記す。刊記は無い。

●a本(安 政4年 刊 ；表2一①)  題箋は 「水族写真 鯛部/説 」で，「説」が巻表示に当た

る。曲直瀬序 ・安政4年 の平仮名凡例 ・一連番号がついた平仮名目録 ・説部の順で，最後 に多

紀の跋が付 く。

●b本(安 政4年 刊 ；表2一 ⑤)一 題箋の巻表示は 「説」で，a本 と同じ。森序 ・安政4年

の平仮名凡例 ・一連番号がついた平仮名 目録 ・説部の順で，多紀の跋は無い。下線部がa本 と

違 う個所。

●c本(安 政4年 刊 ；表2一 ③④)一 題箋 は 「水族写真 鯛部/巻 之一下」で，巻表示 は

「巻之一下」。序 ・凡例 ・目録は存在せず，説部と多紀の跋だけで構成されている。

 このように説部にも3種 類あるのは，図譜部A本 を配布 した人には説部a本 を，図譜部B本

を配布 した人には説部b本 を配 り，図譜部C本 は説部c本 と組で渡し，いずれも図譜部+説 部

で2種 の序 ・2種 の凡例 ・跋(表2の 記号で○●△▲◎)と 平仮名 目録(完 全な目録)が 揃 う

ように配慮 したからだろうと思われる。表2一 ①のA+a， ③④のC+cの 組み合わせがその

例である(注7)。 もっとも，表2一⑤ のC+b， 東大本T86-173のB+aと い う不揃いな組

み合わせ もある。 これは，図譜部か説部かの一方だけを所持 していた人が，後年になって説部

あるいは図譜部を入手 して1組 に揃えたからか，古書店の所為だろう。

 背後の事情はわからないが，『水族写真』は上記のよ うに複雑 な構成をもつ本であ り，調査

あるいは展示 にあたっては，構成に注意 して資料を選ぶ必要がある。魚類の彩色図譜 としては，

色彩の点から図譜部A本 またはB本 がC本 より格段に優れていると思われる。

(注1) 斎藤月岑，『[増訂]武 江年表』，東洋文庫版，平凡社，1968年 。

(注2) 松井魁，水族写真と著者奥倉辰行(魚 仙)の 生涯 とその業績，宇部短期大学学術報告，

   19号 ，29-36，1983年 。

(注3)森 立之(1807～1885)は 福山藩医で，江戸在住。立之(た つゆき)は 名，通称養竹，
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   号枳園ほか。狩谷掖斎 に国学を学んだので，その関係から奥倉辰行 と知 りあった と思わ

   れる。辰行の蔵書は，没後に立之の手に渡 り，その一部を立之は自著のように改変 して

   いる。→磯野直秀， 日本博物学史覚x書(II)， 慶應義塾大学 日吉紀要 ・自然科学，16

   号，40-63，1994年 。[該 当個所は第3節]

(注4) 曲直瀬正貞(1809～1858)は 医の名門養安院曲直瀬家の人，幕医。辰行 との関係は明

   確ではないが，医師の森立之か多紀元堅を介して交流があったのか。

(注5) 多紀元堅(1795～1857)は 幕府の奥医師で，法印(楽 真院)。 医学館教授でもあった。

   元堅(も とかた)は 名。漢籍古典の研究で狩谷掖斎 と親しく，その関係から辰行 と知 り

   あったのだろ う。

(注6) 本書は 「鯛」の名がつ く魚を広 く集めたので，「タヒムコゲンパチ」(鯛 婿源八，マツ

   カサ ウオ)，「マンボウダヒ」(モ ンガラカワハギ)， 「カンザシダヒ」(イ トヒキアジ)な

   ども含まれている。

(注7) 注2文 献によれぽ，東京水産大学本がB+bら しい。

7 『信筆鳩識』 と 『十新考』

 富山藩主前田利保(号 ， 自知春館，万香亭)は 多数の博物書 ・本草書を著述 したが，内容や

構成がはっきりしない著作 も少なくない。表題の2件 もその口だが，両者が深 く関わることと

内容の概略がわかったので，次の3資 料を もとにして報告する。 なお，『信筆鳩識』の 「鳩」

は集めるとい う意味である。

(1)『十新考』，東京国立博物館本(和91，1冊)

 4冊 の合冊。 どの冊も，題名以外の字は金属活字で印刷されている。以下，各冊の構成 ・内

容を述べる。

①冊1： 表紙の左上部に題箋風飾枠 と書名が木版で刷 られている。その枠内の上部に 「天保十

 五甲辰年」(=弘 化元年，1844)， ついで中央 に大 きく 「信筆鳩識」，その下に小 さく 「十新

 考」 とある。巻表示は無いが，(2)一① によれぽ初編である。

  序文は無 く， 目次 ・本文 ・図の3部 構成。 目次には，10品 の草の和名が記されている(注

 1)。 続いて本文で，内題 は 「十新考 自知春館撰」。10品 それぞれに漢書を引用す るだけで，

 自己の見解などは述べない。最後が10品 の図だが，いずれ も植物の全体図で，拡大図は無い。

 手書 きの写実的な線画で，無彩。品名は記 されていない。

②冊2： 表紙の左上に 「十新考」 と刷 られ，下に 「二編」 と活字で印字 されている。① とまっ

 た く同じ目次 ・本文 ・図の構成で，草10品 が扱われている。「信筆鳩識」の書名は何処にも無

 い。

③冊3： 表紙の様式は② と同 じで，表紙に 「十新考」 と刷られ，下に 「三編」 と印字 されてい

 る。①② と同じく，草10品 が扱われているが， 目次 と本文だけで，図が無い。r信 筆鳩識」

 の書名は何処にも無い。

④冊4： 表紙も内題 も無 く，題名はわか らない。自知春館主人の序(年 記は無い)と ，草4品
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 の図だけから成る。図は銅版画で，全体図のほかに，根や，オシベ ・メシベの拡大図，花の

 分解図などを ，，，xる。注記は無い。「十新考」 とは様式が異なり，別の著作 と思われる。

(2)『 十新考』，杏雨書屋本(杏5324，2冊)

 2冊 とも，表紙に題箋が貼付 されている。題箋は四周双辺の枠内に 「十新考」 と刷 られ，そ

の下に第1冊 は 「初編二編」，第2冊 は 「三編」 と記されている。東博本の文字は活字印刷で，

図は無彩の線画だが，杏雨本の文字は，題箋の 「三編」が活字 らしいほかは，すべて筆書 き，

図はすべて着彩。

①冊1： 東博本の① と② を併せた計20品 が一括 して扱われているが， 目次 も本文も無 く，彩色

 図だけである。図には品名が添 えられている。

②冊2： これは東博本の③ と同じ10品 を扱い， 目次 ・本文 ・図の3部 構成である。東博本は図

 を欠 くが，杏雨本は図も揃っていて， しかも彩色されている。

(3)『 信筆鳩識』，杏雨書屋本(研862，11冊)

 すべて表紙は同 じで，同一様式の題箋が貼付 されている。題箋は紐模様の枠で囲まれ，最上

部に年記を記 した朱印を捺 し，ついで 「信筆鳩識」の題名が木版で刷られている。その下に副

題が墨書され，最下部に 「全」または 「完」の文字が金属活字で印字されている。表紙の右肩

に 「万香文庫」 とい う紫色の方印が捺印されているので，前田利保の手択本である。

 この11冊 は弘化4年(1847)と 翌嘉永元年(1848)の 成立で， うち8冊 が採集記録である。

もっとも採集品の リス トは無 く，主要な品を写実的な彩色草木図で示すに留 まる。各図には，

漢名，採集地のほか，多少の注記を記す場合 もある。なお，採集は利保自身が出掛けたのでは

な く，家臣を派遣 している。寺社に立ち寄 ったときは，その由来 なども前文で述べる。

 巻次の記載はないので，杏雨書屋の付 した枝番号順にまとめた。それぞれ，題箋の 「年記/

副題」，丁数，内容の概略(採 集地，採集 日，図数 など)を 記 しておく。

① 「弘化四丁未年/川 口採薬」 ：13丁，赤羽山八幡宮 ・川口善光寺 ・慈林寺薬師如来 ・安行百

 観音，弘化4年11月22日 以前，草9品 。善光寺 と薬師如来の刷物 も綴 じ込む。

② 「弘化四丁未年/池 上採薬」 ：5丁 ，池上本門寺，弘化4年11月5日 ，草7品 。

③ 「弘化五戊申年/渋 谷広尾採薬」 ：7丁 ，渋谷 ・広尾な ど，嘉永元年2月5日 ，草10品 。

④ 「嘉永元戊 申年/入 間郡 田無村採薬」：7丁 ，武州入間郡田無村近辺，嘉永元年4月28日 ，

 草12品 。

⑤ 「弘化五戊申年/本 草啓発 一」：37丁，内題は 『本草綱 目啓発』。甘草 ・黄耆 ・人参の3品

 に関する諸漢書の記載を列記 し，利保の注記を付す る。図もある。

⑥ 「嘉永元戊申年/蛎 殻山・豊島採薬」：7丁 ，駒込伝中・中里 ・蛎殻山・船方十二天 ・獅子浜 ・

 沼田氷川社 ・豊島，嘉永元年3月28日 ，草12品 。

⑦ 「嘉永元戊申年/池 袋 ・上新田採薬」：7丁 ，巣鴨 ・池袋 ・板橋 ・平尾 ・上新田，嘉永元年3

 月11日 ，草12品 。

⑧ 「嘉永元戊 申年/西 新井採薬」二17丁，野新 田 ・西新井，嘉永元年4月7日 ，草12品 。西新

 井総持寺の縁起を記 した小冊子が綴 じ込まれている。
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⑨ 「嘉 永 元 戊 申 年/[副 題 欠]」 ：56丁 ， 内 題 は 「分 節 花 譜 」。 草54品 につ い て， 漢 名 を 見 出 し

 と し， 和 名 ・蛮 名 ・形 状 ・生 態 ， な らび に 富 山 で の所 在 を記 した も の。 図 は無 い。

⑩ 「嘉 永 元 戊 申 年/消 日録 」 ：50丁 ， 博 物 誌 的 話 題 の 覚 え書 。 日 を追 っ て記 載 さ れ て ：お り，5

 月19日 か ら8月22日 ま で。
                     の びどめ

⑪ 「嘉永元戊申年/野 火留採薬」：22丁，武蔵国野火留平林寺，嘉永元年4月12日 ，草40品 。

 序文によると， このときは利保自身も出掛けた ように思われる。

* * *

 以上のよ うに，『信筆鳩識』は弘化元年(1844)か ら嘉永元年(1848)に かけて記 された雑

多な小編から成るが，一応3つ のグループに分けられる。

 第一は 「十新考」で，各編10品 ずつの草類図説。初編が天保15年(=弘 化元年)に 作られ，

二 ・三編 も同時か直後の成立であろう。四編以降の存否は不明。

 第二は採集記録で，杏雨書屋本(3)の8点 。弘化4年(1847)11月 から翌嘉永元年4月 まで

の半年間に限 られ，採集地は江戸近郊である。

 第三はその他で，「本草啓発」「分節花譜」「消日録」の3点 。いずれも，「十新考」式に巻を

重ねる予定だったかもしれない。

 この3グ ループに共通する性格ははっきりせず，単 に博物誌関係の小記録を寄せ集めた とい

う感がす る。 しかも，その小記録は， どれも中途半端 に終わ っている。博物誌資料 としては，

上記第二の採集記録が 目にとまるが，せっか く江戸近郊の諸方を訪ねながら，採集品の リス ト

が無い。40点 を図示 した野火留を除いて，自然の記録としては価値が低い。

 「十新考」にしても，注記は一二の漢書を引 くだけに終わっている。オニノヤガラやショウ

キラソのように従来 あまり取 り上げられなかった植物や，オジギ ソウ・紅毛カタバ ミ・キソネ

ムなどの新しい渡来品が多いのに， 自身の観察による記述や，移入の経緯 などをまった く記 さ

ない。

 『信筆鳩識』と 『十新考』は，福井久蔵が 『諸大名の学術 と文芸の研究』(厚 生閣，1937年)

のなかで名を挙げて以来，書名だけはよく知 られているが， どうみても価値が高いとは言いが

たい資料である。

(注1) 各 編 所 収 の 草 名 は 次 の と お り。 いず れ も原 本 の表 記 に よ る。[]は 現 和 名 。  初

   編 ：ク サ フ ジ， イ ブキ ワ ウ ギ， 立 山 一 花 地 参 ， サ ミダ レキ キ ヤ ウ， 紋 桔 梗 ， ア ヲテ ソマ

   [オ ニ ノ ヤ ガ ラ]， ラ ンテ ソ マ[シ ョ ウキ ラ ン]， ネ ム リグ サ[オ ジ ギ ソ ウ]， オ ラ ン ダ ヒ

   ル ガ ホ， ハ ル シ ヤ ギ ク。 二 編 ：オ サ グ サ， ミヅ ヒキ遠 志 ， キ キ ヤ ウ ラ ソ， ゴゼ ン タ チ バ

   ナ ， ツ ル ワ タ， 梅 花 ギ ク， 岩 キ リン， 蝦 夷 ピ ジ ン サ ウ， 紅 毛 カ タバ ミ， 松 葉 ヨモ ギ。 三

   編 ：ハ シ ヤ ウ ガ， セ リヤ ー ア ン， ユ リス イ セ ン， ハ リゼ リ， キ ン ネ ブ[キ ン ネ ム]， 丁

   子 ギ ク， 一 葉 ヨ モ ギ， キ ン チ ヤ ク ナ ス， タキ ワ キ サ ウ， 一 茎 トケ ン ラ ン。
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8 『日新会図』 と 『奇草小 図』

 前節で，博物大名 として知 られる富山侯前田利保の著作を取 り上げた。その利保の論述では
                                 みつかね
ないが，利保 と縁が深い図譜 に 『日新会図』がある。最近， この図譜が藤沢光周著の刊本 『奇

草小図』と密接な関係をもつことを知 ったので，その大要を記 しておきたい。

 前田利保は弘化3年(1846)10月18日 ，幕府に隠居を願い出て許 された。その後2年 ほど江

戸に留まっていたが，嘉永元年(1848)9月 ，江戸を去 って富山に帰国 した(注1)。 江戸で

の利保は多 くの博物家 ・本草家 と交流があった(注2)が ，富山はそのような環境ではない。

そ こで，博物誌への関心を育てよ うとしたのだろ うか，いつの頃からか利保は 「日新会」 とい

う組織を作った。 これは草木品評会で，毎回草木の愛好者に鉢植などを出品させ，それを全員

で評価 して，優品 の出品者 に は褒賞 を与 えた。牧 野富太郎 は，その一例 として嘉永5年

(1852)1月23日 の会合の品評表を紹介 している(注3)。 この ときは17名 が集まり，17品 を品

評 して，「絶品」「奇品」「上品」「凡品」などの判定を下 した。また，別に，同じ性格の 「物品

分種会」 なる会 もあった(注4)。 利保は， これ らの会がやがて博物誌的な会 に発展し，博物

家が育つのを期待 したのだろ う。

 その 日新会の記録が 『日新会図』であるが，現在は国会図書館蔵の 『日新会図 第二』(特

1-2698，1冊)し か知 られていない(注5)。 これは序 ・跋 ・凡例が無 く， 目録 と図譜部だけか

ら成 る。図は彩色 されてお り，品名だけを添 え，注記は無い。所収数は計101品 。最後に 「嘉

永六癸丑仲秋，高野写」 との奥書がある。

 目録 は日新会の集会 日別になっている。年次は記載 されていないが，奥書にあ る嘉永6年

(1853)で あろ う。その月日と品数を次に示す と

   1月14日 16品   2月15日 15品   3月16日 16品   4月15日 15品

   5月14日 17品   6月14日 15品*  7月21日 7品   [計101品]

   *目録は16品 だが，誤記が1点 あるので，15品 とした。

 これから，会合は毎月1回 ，15日 前後に開かれた ことが明 らかである。図には 「絶」「奇」

「上」な どの文字を記入したものがあるが， これは上述 した嘉永5年 の会の 「絶品」「奇品」

「上品」を意味す ると思われ るので，品評が行なわれたことが明らかである。そ こで，数年前

に本資料を初めて閲覧した ときは，牧野富太郎が紹介した上例のように，毎回の会合に10数 名

が参集 し，一人1品 ずつを出して競ったのだ と解釈 していた。 ところが，それは違 っていた。

 先頃，必要があって刊本 『奇草小図』(国 会図書館，67-217，3冊)を 閲覧 した。著者 は富

山藩士の藤沢音人光周，高 山植物中心 の草類252品 の彩色図譜だが，図だけで注記は無い。刊

記は無 く，序の年記から安政元年(1854)の 刊行 とされる。本書については上野が大要を紹介

し，最近正橋が全品の目録を作 っている(注6)の で，詳細はそれに譲 る。

 さて，『奇草小図』を手にした2日 後，たまたま 『日新会図 第二』を見た。その とき，見

覚えのある図が幾つか存在す ることに気付いた。それが最近 目にしたぼか りの 『奇草小図』の

図だった と思い出し，す ぐ請求 してみると，まさにその通 り。 しかも，共通する図は1点 や2

点ではなく，かな りの数に達 しそ うだった(注7)。
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 改めて翌 日，本腰を入れて両者を比較 してみたところ，想像もしていなかった結果 となった。

『日新会図 第二』に所収されている101図 の うち，1品 以外は 『奇草小図』中の図とみな瓜二

つ，つ まり構図までそっくりだったのである。ただし，図の順序はまった く違 っている。

 『日新会図』 は国会図書館の 「第二」 しか知 られていない。しかし，京都 の本草家山本榕室

が 『日新会図』所収品の名称の正誤を検討した 『日新会図 目録』と題す る資料がある(注8)。

この資料 は，『日新会図』の巻次も会の開催 日も記 しておらず，図も無 く，ただ品名を列記 し

て， 自己の見解を記すだけである。その 『日新会図 目録』の内容は調べていなかったが，所収

品数が204点 とい うことだけは記録 してあった。この数は 『日新会図 第二』のほぼ倍なので，

所在不明の分の手掛か りが得 られるかもしれない。そこで改めて検討 してみると，その後半の

101品 が 『日新会図 第二』に相当することがわかった。

 そ うなると，前半が 『日新会図 第一』に当たると考えてもいいだろ う。その分 も 『奇草小

図』 と重なる個所があるのではないか。そ う思って 『日新会図目録』の品名を 『奇草小図』の

品名 と比べてみると，やはり 『日新会図目録』前半部103品 の うち102品 の名が 『奇草小図』中

の名 と一致した。つーまり，『日新会図』は 「第一」「第二」を通 じた204品 中203品 までが 『奇草

小図』の品と同一なのである。

 『日新会図 第二』は嘉永6年(1853)前 半の 日新会7回 分の記録である。『日新会図 目録』

には会合 日が記録 されていないが，記載品数から推定して 『日新会図 第一』 もほぼ同じ回数

分の記録 とみれぽ，「第一」は嘉永5年(1852)後 半の記録 にちがいない。 したがって， 日新

会の進め方 は，嘉永5年 の後半か ら大 きく変わったらしい。牧野の紹介例のように，嘉永5年

の初めには10数 人がそれぞれ1品 の鉢植xな どを持ち寄って，その優劣を競っていた。それが，

毎回藤沢光周の独壇場になって，やがて安政元年(1854)に 刊行する 『奇草小図』の原図ある

いは試 し刷10数 点ずつを持ち込んでいた ことになる(注9)。 先 に述べた ように図についての

品評は一応行なわれていた ようだが， この度は褒賞が 目的だった とは考 えられない。絵図に描

かれている草類を検討 した り，論 じあうのが主 目的であった と思 う。

 日新会は前田利保が主導 していた。『奇草小図』の刊行も，利保が後に控 えての出版であっ

た(注10)。 日新会の進め方を一変 し，光周に毎回 『奇草小図』の原図類を持参 させたのは，

間違いなく利保の意志によるものだろう。利保は， 日新会を単 なる品評会か ら脱皮 させて，動

植物の検討会へ歩みださせ ようとしたのだと思 う。 しか し，果 して事が思い通 りに運んだであ

ろ うか。

(注1) 富山市郷土博物館編，図録 『お殿 さまの博物図鑑 ：富山藩主前田利保 と本草学』，富

   山市教育委員会，1998年 。

(注2) 平野満，天保期 の本草研究会 「赭鞭会」，駿台史学，98号 ，1-47，1996年/前 田利

   保 と本草学，注1文 献，3-5。

(注3) 牧野富太郎，万香亭 日新会草木品評表ノー，植物研究雑誌，5(4)， 口絵，1928年 。

(注4) 牧野富太郎，蓋シ嘉永年間二富山藩主万香亭前田利保侯 ノ催サレタ物品分種会 ノ草木
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   品評表 ノー，植物研究雑誌，5(5)， 口絵，1928年 。

(注5)杏 雨書屋に 『日新会図』(乾1601，1冊)が あるが， これは後 出の 『日新会図 目録』

   の写本である。→注8

(注6) 上野益三，奇草小図 とその著者 ・同補訂，『博物学史論集』，225-243， 八坂 書房，

   1984年 。正橋剛二，近世後期における本草学史上の立山について，富山県立山博物館調

   査研究報告書，1999年 。

(注7) 『日新会図』 も 『奇草小図』 も以前 に見ていたのだが，そのときは時を隔てて閲覧 し

   たので，両者に共通する図があるとは気付かなかった。

(注8) 『日新会図 目録』は国会図書館蔵 『本草通串図証』(特1-575，1冊)に 含まれている。

   本書は山本榕室が諸書の品名の正誤を検討 した著作を集めた転写本で，『本草通串図証』

   『湖中産物図証校正』『日新会図目録』の3件 から成る。なお，杏雨書屋蔵 『日新会図目

   録』(杏5976，1冊)は 単独の写本で，内容は国会本とまった く同一である。→注5

(注9) 『日新会図』で連続する2品 の図が，『奇草小図』の同一丁の表裏(オ 面 ・ウ面)に 刷

   られている例が 『日新会図』「第一」「第二」両方で，31組 ・62図，全体の3割 も存在す

   る。 これは，『奇草小図』の版刻が進んでいて，藤沢がその試 し刷を持ち込 んだことを

   示唆している。それ以外は，原図を持参 したのであろ う。

(注10) 『奇草小図』には金属活字が使われている。前節で記 した前田利保著 『信筆鳩識』中

   の 「十品考」 は金属活字で組まれてお り，『奇草小図』のそれ も利保が使わせたに違い

   ない。『奇草小図』の序文には何一つ記 されていないが，その出版 自体が，おそらく利

   保の強い勧めと経済的援助によるものであろ う。

9 『熊野浦鯨 魚図』

 数年前，「江戸時代鯨類図説考」(注1)の 中で，江戸時代の鯨図譜では描かれている10種類

前後の鯨の図柄がよく似たものが少なくないこと，その図柄を基にするとABCDの4系 統に

分かれることを報告 した(注2)。 その とき，ABC系 統が大捕鯨基地だった紀伊の熊野で作

られ，A系 統は享保6年(1721)以 前， Bは 同8年 ， Cは 同10年 に描かれた図譜に由来するこ

とも明らかにした。ただ，D系 統の由来は不明だったが，その後に究理堂文庫蔵 『熊野浦鯨魚

図』によってD系 統の起源 も推察できたので，ここで大要 を記 しておきたい(注3)。

 この図譜は巻子本1巻 で，鯨猟図 ・漁具図 ・鯨品類図の3部 に分かれ，いずれも彩色されて
         セ ミ                       チゴ

い る。 鯨 の 品 類 は 「背 美 鯨 ・マ ッ コ鯨 ・座 頭 鯨 ・児 鯨 ・長 髭 鯨(長 須 鯨)・ 鰹 鯨 ・ク ロ(以 下 ・
                                オオウオクイ

イル カ類)・ シ ヤ チ(サ カ マ タ)・ 無 名 品(マ イル カ)・ 大 食 喰(お そ ら く大 魚 喰 の誤 写)・ ゴ ト」

の11品 で， 個 々の 図柄 は 明 ら か にD系 統 に属 して い る。 なお ， 厂ク ロ鯨 ・ゴ ト鯨 ・大 食 喰(沖 ゴ

ト)」 は ，D系 統 の 図 譜 に しか 現 わ れ な い 名 称 で あ る。

 図 巻 の末 尾 に は ， 「右 本 天 明 二 壬 寅 夏 奉 」 の年 記 と， 究 理 堂 文 庫 本 を作 成 した 人 の 次 の
            たいち

識語がある  「厳廟之命太地頼徳写真形併画所以漁之具以上藩請其草彙於太地氏而友人々井

元方臨摸以為間時之奇阮余請之摸写也。寛政六甲寅季夏 □正美」(□ は読めず)。
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 この年記 と識語から，「厳有院(=将 軍家綱，在職1651～80)の 命で太地頼徳が原本の鯨図

巻を描き，太地家所蔵の控を藩が借 り受け，天明2年(1782)夏 に人井元方に模写 させた。そ

れを正美とい う人物が寛政6年(1794)6月 に継写 した」 と解せ る(注4)。 したがって，D

系統の鯨図の起源は古 く17世紀後半まで遡 ることにな り，天明2年 よりも古い資料が存在す る

はずだが，いまのところ出会 っていない。なお，書名から， この系統の図譜の原本も，ABC

系統のそれと同じく，熊野で作成 された ことがわかる。原本を描いた太地頼徳ば，おそ らく熊

野捕鯨基地の一つ太地村の人であろう。

 この系統の写本は現在13点 を確認している(注5)が ，いずれも他系統の鯨図より写実的で

良い図が多い。そのなかで も，大蔵永常著 『除蝗録』に刻されている11品 の図はとくに優れて

お り，また 『熊野浦鯨魚図』の11品 とまった く同 じ構成である(注6)。

(注1) 磯野直秀，江戸時代鯨類図説考，慶應義塾大学 日吉紀要 ・自然科学，16号 ，25-36，

   1994年 。

(注2) 現在 までに計82点 の鯨図譜 を調べたが，その内訳は，A系 統26点 ・B系 統18点 ・C系

   統3点 ・D系 統13点 ・その他22点 である。

(注3) 究理堂文庫は，江戸時代から続 く京都の医家小石家に所蔵 されている。本図巻の閲覧

   をお許 しくださった小石秀夫氏に，心から御礼を申し上げる。

(注4) 拙報 「江戸時代動物図譜における転写」(山 田慶児編 『東 アジアの本草 と博物学の世

   界』，上巻，299-333， 思文閣出版，1995年)で ，D系 統 の原本が 「天明二年 に描かれ

   た」 と記したのは私の誤 りなので，撤回する。

(注5) D系 統の図譜 に描かれている鯨の品数は8～15点 とぼらつ きがあるが，11点 の例が

   もっとも多 く，原本が11点 だった ことを示唆 している。 この品数の点からも，『熊野浦

   鯨魚図』が原本に近いことがわかる。

(注6)江 戸時代には稲の害虫の除去に鯨油を使ったので，農書に鯨の絵が登場 したのである。

   『除蝗録』は 『日本農書全集』第15巻(農 山漁村文化協会，1977年)に 翻刻 されている。
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